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生活支援コーディネーター活動・会議報告　

回
実態
把握

立上
支援

運営
支援

啓発
個別
支援

会議 日にち 団体名
活動(事業・会議等)

の名称
人数・メンバー 対応・協議事項 課題・所感・決定事項等

176 1 1 12/2
聖ヨハネホーム防
災講習会参加者募
集

【対応】
・ヨハネホーム主催の普通救命講習
に地域住民にも参加を募ることにな
る。
・以前より「緊急時の対応に不安が
ある」と連絡会で共有していたさく
ら体操自主グループリーダーに参加
の呼びかけをする。
・参加費1700円はヨハネ会の負
担。
・電話連絡のうえチラシポスティン
グ。

【その他】
・包括管理者、さくら体操担当と声
かけするメンバーについて検討。
・自主グループで中心となって活動
している方で、かつ3時間の普通救命
講習に耐えられるだけの体力があり
そうな方々を6名ピックアップ。2層
Coより声かけし、全員より参加の回
答あり。

177 1 12/4
サブスタッフ養成
講座

【対応】
・参加者5名のうち、4名が圏域外住
民にもかかわらず、桜町デイを選び
通っていただいた。
・10講・11講の予習を担当。

【感想】
・見学先の団体・事業所への問い合
わせの際、「サブスタッフ」につい
て知らない方ばかりで、説明が大変
であった。
・事前にサブスタッフ受講生より問
合せがありうることを周知してほし
いとの声あり。

178 1 1 12/4
聖ヨハネホーム防
災講習会参加者募
集

【啓発】
・ヨハネホーム主催の普通救命講習
への参加について、桜町自治会長・
防災会長のK氏に声かけ。
・日頃防災会メンバーとして活動さ
れている方々の費用をヨハネ会が負
担すると伝えた。

【結果】
・参加希望なし。

※①・第一層協議体　②・第2層協議体　③・個別ケア会議　社・社協　他・その他
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179 1 12/6
オトナのマンガ雑
談会主催・H氏

【運営支援】
・現役世代の居場所としてマンガ雑
談会を主催するH氏との意見交換会。
・引き続き婦人会館で開催していく
が、より多くの人に知ってもらえる
よう、梶野町民の利用が多い「武蔵
野プレイス」での周知を考えている
など。

【その他】
・包括が日頃連携している現役世代
との交流を提案。ないまぜの会、梶
野町防災会を誘う。
・梶野市来島神社の氏子会は、地主
の2代目の輪のなかに入れなかった
と。
・いまの雑談会は現役世代を対象に
しているが、「昭和のマンガ雑談
会」をシニア向けに開催するのも面
白いかも、といったアイディアが出
る。

180 1 12/10
グリーンタウンさ
くら体操自主G
リーダー・A氏

【対応】
・同グループでリーダーとして活動
してきたが、独身のため小金井市内
で新たな住居が見つからず、北海道
に転居。包括の担当二人によるささ
やかな送別会と慰労会。改めてグ
リーンタウン自主Gについて、A氏が
立ち上げたグリーンタウンラジオ体
操Gの活動について伺う。

【その他】
・現状満席で新規受け入れ停止中の
さくら体操Gでは、リーダー間で長欠
者対応について相談。3か月の欠席で
新たな方に席を譲ることにしたと。
・高齢者棟ではない70代の方の参加
があり、パソコン操作にも詳しそう
で助かると思っていたが、会長の無
礼な対応により参加が途絶えてし
まった。
・ラジオ体操グループは、グリーン
タウン以外の緑町4丁目、3丁目住民
の参加が増えた。そのなかから会計
を担ってくれる方が現れた。社協の
サロン事業も活用し、週2回の活動へ
と発展した。
⇒
包括が実態把握できないうちに担い
手が増えていた。ほかの活動のご協
力も賜れないか、ラジオ体操グルー
プの実態把握を行い、新たな担い手
とつながりたい。
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181 1 1 12/12
聖ヨハネホーム防
災講習会参加者募
集

【啓発】
・ヨハネホーム主催の普通救命講習
への参加について、緑町第四町会
長・Ｈ氏に声かけ。
・日頃防災会メンバーとして活動さ
れている方々の費用をヨハネ会が負
担すると伝える。

【結果】
・講習開催日の午後、町会の集まり
があるとのことで、午前の参加を希
望。集約して2層Coに回答いただく
こととなる。

182 1 12/12
本町道草市
打ち合わせ

【対応】
・Café5884にて。12/20開催の
本町道草市について、展示品、配布
物など、意見交換。。
・ぼうさいCaféメンバーのうち、当
日の対応可能なスタッフの確認。

【その他】
・包括は搬入のサポートを実施。
・二小防災授業と同じ日程のため、
途中はそちらの見学に抜けることと
した。

183 ② 12/17
ぼうさい2層
参加者5名

別途報告のとおり

184 他 12/17 連絡会 左記参加した。

185 1 12/17
地域安全課・防災
係

【対応】
・本町道草市で配布する資料とし
て、防災マップ、防災用品あっせん
のお知らせ、東京防災ガイドブック
の受領。

186 他 12/18
サブスタッフ養成
講座終了前報告会

【対応】
・5名の参加者、センター長との報告
会を傍聴。
・年明けも引き続き5名の方が桜町セ
ンターでの活動を希望。
・その際にやりたいことなど個別に
聞き取り。
・K氏からはスマホ講座に協力できる
かも、との意思表示もあり。
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187 1 1 12/20 道草市
【対応】
・本町道草市に「ぼうさいCaféさく
ら」が参加する際のサポート。

【感想】
・KISSA・Y氏が作成されたアン
ケートボードが参加者との対話に有
効であった。

188 1 12/20 二小防災教室

【実態把握】
・二小で開催の防災教室を見学。
・元副校長で地域コーディネーター
のH氏、本町四丁目町会長、防災会役
員とごあいさつ。

【感想】
・二小の保護者と思われる男性のボ
ランティア多数。
・何名かから話を伺ったところ、比
較的若い方はみな保護者であった。
学校から副校長発信で一斉メールで
協力の呼びかけがあったため応じ
た、本日は20名ほど参加とのこと。
・ボランティアの父親たちの負担に
ならないよう、当日開始前に消防署
員からのレクチャーがあり、即参加
者に指導する形だったので、時間的
にもあまり負担がなかったとのこ
と。
・H氏から本町四丁目町会長に呼びか
け、町会・防災会からの協力もあ
り。なぜか、桜町、本町2丁目町会へ
の呼びかけなし。

189 1 1 12/20

ぼうさいCaféさ
くら
参加者：3名
スタッフ5名

【啓発】
・能登出身の編集者・Ｙ氏による震
災直後から今までの能登についての
報告。
・小金井市の防災計画に対する提言
など。

190 1 1 12/22
聖ヨハネホーム防
災講習会参加者募
集

【啓発】
・ヨハネホーム主催の普通救命講習
への参加について、関野町防災会・T
氏に声かけ。
・日頃防災会メンバーとして活動さ
れている方々の費用をヨハネ会が負
担すると伝える。

【結果】
・関野町防災会メンバーはみな第二
分団に参加。
・普通救命講習受講の必要なし。
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191 1 1 12/22
聖ヨハネホーム防
災講習会参加者募
集

【啓発】
・ヨハネホーム主催の普通救命講習
への参加について、本町3丁目町会に
打診するため、町会長の紹介をあい
たい屋・M氏に依頼。

192 1 12/22
おとなりさん。ひ
こばえ管理者・K
氏

【対応】
・三小キッズ認サポについて、管理
者・K氏に協力依頼。
・今年の異動によりｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄは3名
⇒1名に減少しているが、協力するこ
とは職員の勉強にもなるので対応す
るとのこと。

【その他】
・このあと、認知症支援推進員と直
接打ち合わせいただくこととした。

193 1 1 12/23
聖ヨハネホーム防
災講習会参加者募
集

【啓発】
・ヨハネホーム主催の普通救命講習
への参加について、本町3丁目町会副
会長・K氏に声かけ。
・K氏は元町会長だが、健康上の理由
で会長を辞しており、現状会長不
在、副会長3名体制とのこと。

【結果】
・最大3名まで人選ののち、ご連絡い
ただくこととした。

194 ② 12/24
ぼうさい2層
参加者6名

別途報告のとおり

195 1 他 12/26
認知症のある人の
社会参加推進事業

【対応】
・認知症支援推進員が「梶野町オレ
ンジカフェ」で参加できないため、
代理で参加。
・今回のテーマについて、1回目、2
回目の議論の流れに沿って発言。

【その他】
・参加したグループでは、「地域包
括支援センターの名称がわかりにく
い」「立地が悪い」「建物が古くて
入りにくい」「愛称を作ってはどう
か」など、包括のアクセスのしづら
さについて多数の意見が出た。
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196 他 1/8
東社協主催防災担
当者研修会

【対応】
・東社協主催研修に参加。
・HUG、KIZUKI開発者から直接話
を聞いたほか、各施設のBSP担当者
との意見交換、そなエリア見学な
ど。

【その他】
・HUG開発者K氏、KIZUKI開発者T
氏と名刺交換。
・講座企画担当の神明園・N施設長
（羽村市）には同園でのHUG講座の
見学をお願いし、快諾いただいた。
・ヨハネ会と同じく特養、デイ、包
括を持つ緑友会小川ホームのBCPも
興味深く、K施設長と名刺交換実施。
包括も含めた施設全体のBCPを別途
作成していると聞き取る。

197 1 1/13 緑町在住90代女性

【個別支援】
・老後資金のすべてを詐欺被害で
失った。うつ傾向、人間不信で閉じ
こもりがち。
・定期的に包括に訪問してほしい。

【対応】
・やすらぎ支援、自動通話録音機、
防犯用品購入助成等について紹介。
・介護保険は申請する理由なし。
・上記のほかインフォーマルサービ
スで支援する方向とし、地域福祉
コーディネーターとも連携すること
にした。

198 1 1/14
緑長生会新年会
参加者30名ほど

【実態把握】
・T会長よりお招きを受け、新年会に
参加。
・小金井警察による自転車安全運転
講座、昼食会、カラオケ大会など。
・自転車安全運転講座は、小金井署
管内でのシニア・子どもの自転車事
故が都内トップクラスであることか
ら、小金井警察からの依頼により開
催することになった。
・会議室A～Cと調理室を借り切って
の開催。炊き込みご飯、味噌汁の提
供あり。

【感想】
・普段のレクリエーション活動には
通えなくなっている方の参加も多
く、一人一人Ｔ会長がねぎらいの声
をかけているのが印象的。
・来賓なし。
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199 1 1/14

きた包括防災講座
打ち合わせ

地域安全課・D職
員、KISSA・Y氏

【対応】
・11月の講座の振り返りと3月の内
容についての相談。
・11月の講座と一部内容はかぶる
が、関心の高い「避難所」を中心
に、開設の判断をするのはどこ（だ
れ）か、開設の判断がなされたの
ち、だれがどのように開設していく
のかなどなど、避難所となる小学
校・中学校の防災倉庫にある「避難
所開設キット」の現物も見てもらい
ながら話しをすることとにした。

【その他】
・弁天通り防災会にも再度ご登壇い
ただき、四小避難所運営協議会で開
催している防災訓練の様子や、防災
訓練への参加者を増やす工夫などお
話しいただく。

200 1 1/15

HUGのわ

HUG開発者・K氏
によるHUGのオン
ライン勉強会

【対応】
・HUG開発者のK氏が、月2回程度
無料で開催されているオンラインの
勉強会に参加。
・全国から20名程度の参加あり。
・簡単な自己紹介あり。主に防災士
として地域の防災会などで活躍され
ている方が参加。

【感想】
・施設管理者の参加があり、HUG福
祉施設バージョンが有効であるとの
報告あり。
・改めて法人での実施を提案してい
く。
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201 他 1/20 ささえ愛

あいたい屋・M
氏、まちおこし協
会・C氏、O市議、
障害者就労支援セ
ンター・B氏、アー
クゆめの森・W園
長、社協・A氏、
Café5884・K氏
ほか、計13名

【情報共有など】
①農園の活動状況について各団体よ
り報告
②農園の今後の方向について
・UPTREE、社協、2丁目町会それ
ぞれの畑が居場所としての機能を持
つことをめざしている。
・まちおこし協会としては、今後希
望者を適切な畑にマッチングするよ
うな活動も目指せるとよい。
・（包括より）包括で対応している
お客様の子ども世代のなかに、精神
疾患等で引きこもりの方がいる。少
しずつ関係をつくりながら、居場所
さがしのお手伝いができればと思っ
ている。タイミングをみて参加の相
談をさせてほしい。今後は畑で何を
育てているといった報告だけでな
く、可能な範囲でどんな参加者が活
動しているか、情報提供をしてもら
えるとありがたい。

【その他】
・農園についての情報共有ののち
は、各自の活動報告など。

202 他 1/21 連絡会 左記参加した。

203 1 1 1/21
地域安全課防犯
係・N氏

【個別支援】
・地域安全課にて自動通話録音機代
行申請実施。設置方法についても詳
しく説明を受ける。
・あわせて防犯用品購入助成に関し
ても説明を受け、周知のためにちら
し100部受領。LINEからも周知する
こととした。

204 1 1/23
「突然ニュース☆
コガネイ」収録に
関して

【対応】
・3月28日のきた包括防災講座周知
のため、「突然ニュース」作成をま
ちおこし協会に依頼。
・地域安全課、弁天通り防災会に出
演いただくための日程調整実施。

【結果】
・2月17日（火）10時から蛇の目通
りの協会事務所で収録となる。
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205 1 1/23
梶野町オレンジカ
フェ

【啓発】
・お金の管理講座の企画を実施。
・包括からはお金の管理のリーフ
レットをもとに話をする。
・権利擁護センター・T職員より、日
常生活自立支援事業を中心に、事例
もまじえお話いただく。

【感想】
・話を45分、質疑応答を15分ほど
と予定していたが、参加者からの質
問が多く、1時間半まるごとＴ氏に対
応いただくこととなった。
・皆様からのご質問により、
この事業が個人の事情にあわせてか
なり柔軟に利用できる制度であるこ
とが、改めて理解できた。

206 ① 1/27 第1層協議体 左記参加した。

207 ② 1/28 第2層協議体 ないまぜの会

【対応】
・急ぎの議題なく、参加者同士が互
いに知ること、市民の参加者に参加
事業所の活動について知ってもらう
べく、今回は訪問看護事業所に事業
紹介を依頼。
・自立支援医療制度、難病医療制度
については包括から簡単に制度と相
談窓口を紹介。

【その他】
・社協でもプレシニアを対象とした
地域デビュー講座を企画したが、
ターゲット層からの申し込みが少な
かったとのこと。これをきっかけ
に、現役世代、プレシニアの地域参
加について自由な意見交換も実施。
・別途2層協議体報告にまとめた。

208 1 1/28
きた包括防災講座
打ち合わせ
KISSA・Y氏

【対応】
・デザイナー・H氏より提出されたち
らし初稿について、Y氏と検討。

209 1 1 1/29

生きがいさくら会
リハ職巡回

桜町病院・理学療
法士
参加者15名

【対応】
・真冬の感染症対策、フレイル予防
について、桜町病院PTより講和と実
技。
・包括からは防犯用品購入制度助成
制度、本町センター介護者教室につ
いて情報提供実施。

【その他】
・夏の開催の前回は25名ほどの参加
があった。
・11月後半頃より、寒くなり、参加
者が減少ぎみとのこと。

210 1 1/29
緑町在住90代女性
について
個別ケア会議

別途報告のとおり
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回
実態
把握

立上
支援

運営
支援

啓発
個別
支援

会議 日にち 団体名
活動(事業・会議等)

の名称
人数・メンバー 対応・協議事項 課題・所感・決定事項等

211 1 1 1 1/29

東京スマホ研究会
×リーフエスコー
ト・スマホ講座の
件

【対応】
・3月8日の体験概要のちらし案を、
東京スマホ研究会より受領。
・データをリーフエスコート・N氏に
送り、確認を依頼。

【結果】
・すぐにN氏より修正について意見を
いただく。
・修正に関して調整をはかってい
く。

212 1 1/30
神明園施設長・N
氏

【対応】
・研修でお会いした際、神明園での
福祉施設版HUG研修参加希望につい
て相談していた件、さっそく来年度
の研修についてご案内いただく。

【対応】
・4月16日（木）15時より羽村市内
の他施設と合同で実施。
・ヨハネホーム、桜町センター、本
町センターに参加を打診。追って、
参加希望者について報告をもらうこ
ととした。

213 1 1/30
緑小学校生活科授
業「昔あそびの
会」

【対応】
・緑小の生活科授業「昔あそびの
会」の指導を緑長生会が担当。
・T会長の前任者の時代に開始。コロ
ナの間一時休止していた。
・輪投げ、こま、お手玉、おはじ
き、あやとり、折り紙の体験コー
ナーを、緑長生会メンバーが担当。1
年生全員が参加。

【対応】
・緑長生会スタッフの高齢化が進ん
でおり、荷物運びなどが負担とのこ
と、実態把握もかねて手伝うことに
した。
・同時間帯、5年生教室では緑町第4
町会から指導を受けた「防災授業」
の発表会があり、こちらには緑町第
四町会役員が参加されていた。
・このうち、H会長には防災授業の発
表会終了後、「昔あそびの会」に参
加いただき、こまの指導をお手伝い
いただく。

214 1 2/4

応援ブック周知の
ための「突然
ニュース」につい
て

【対応】
・あらかじめまちおこし協会K氏に打
診。了解いただいていた。
・包括支援係の了解を得て、地域活
動主催者代表として、イラストを担
当したエクセルアート・O氏にも出演
を依頼。

【結果】
・O氏より快諾いただく。今後収録
の日程調整を実施。ブック納品後の3
月を予定。

215 他 2/4
C事業終了前ケア会
議

左記参加した。梶野町在住80代男性
のケース。
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回
実態
把握

立上
支援

運営
支援

啓発
個別
支援

会議 日にち 団体名
活動(事業・会議等)

の名称
人数・メンバー 対応・協議事項 課題・所感・決定事項等

216 1 2/5
緑町在住90代男性
×緑長生会健康麻
雀

【個別支援】
・緑町在住の90代男性。
・要支援1だが、サービスの利用希望
なし。
・自宅で一人で楽しめる趣味があ
り、さほど退屈していないが、認知
機能維持のために麻雀をやりたい。
・娘の同行で、一度だけ健康麻雀全
国会に参加したが、ペースが速くつ
いていけなかった。
・包括の同行にて緑長生会の健康麻
雀にお試し参加。

【結果】
・対応いただいた担当者と話がはず
み、入会希望。
・自宅から緑センターまで徒歩10分
ほど。
・次回より正式入会し、参加継続し
たいとのこと。

217 他 2/7

東京都防災人材育
成事業防災コー
ディネーター養成
講座

【対応】
・東京都が防災人材育成のために開
催している研修に参加。ZOOM開
催。
・日大危機管理学部准教授による講
座とグループワーク。
・事前視聴の講義動画に比べると、
特に目新しい情報はなかったが、
「公助の限界」を説明するにあた
り、自治体職員が庁舎にいる時間を
単純計算で「約24％」と割り出して
みたり、また東日本大震災以降の主
な10の震災の発災のタイミングを列
挙し、そのうち自治体職員が庁舎で
活動していたケースは1件のみと整理
してみたりなど、単純なことだが説
得力のある説明をされていたのが印
象的、ローカルガバナンスという考
え方も興味深かった。

【感想】
・包括は「防災ウーマンセミナー」
の一環として参加したが、ほかにも
参加経路があった様子。今回が2回目
以降という参加者、男性の参加者あ
り。
・講義にはそれなりに参考になる話
があったが、グループワークは自身
の活動について話し続ける方があ
り、機能せず。
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回
実態
把握

立上
支援

運営
支援

啓発
個別
支援

会議 日にち 団体名
活動(事業・会議等)

の名称
人数・メンバー 対応・協議事項 課題・所感・決定事項等

218 1 2/9
緑町70代男性自動
通話録音機に関し
て

【対応】
・頻繁に詐欺電話がかかってくると
の相談。
・自動通話録音機の利用を提案。
・よく話を聞いてみたところ、救急
代理通報システムの利用があるた
め、断念。

219 1 2/10 さくら体操
小金井キリス

ト教会
こがねい介護者教
室周知

【啓発】
・桜町センターからの依頼により、
こがねい介護者教室の周知を実施。

220 1 2/10
こがねい介護者教
室
参加者10名

【啓発】
・桜町センターからの依頼にて、こ
がねい介護者教室に同席。
・終了後、個別相談を承る。

221 1 2/10
緑町在住60代女性
（こがねい介護者
教室参加）

【個別支援】
以下の相談に対応。
①先ほどの介護保険講座で「事業対
象者」という分類があることを知っ
た。3年前59歳だったとき、母の担
当のケアマネに「自分が倒れたこ
と、休職したこと」について相談し
たが、使える制度はないと言われ
た。実際には事業対象者としてリハ
ビリを受けることができたのではな
いか。
②同居の母の認知症が進んで、日々
イライラしている。つい怒鳴りつけ
てしまうこともある。距離を置くた
めに、自分が参加できる地域活動な
ど教えてほしい。

【対応】
・事業対象者になるためにも、申請
が必要であること、また申請の際に
はかかりつけの医師が介護保険の必
要性を認め、意見書を書いてくれる
ことが欠かせないことを説明。
・本人が参加できそうな地域活動の
ほか、介護者家族が相談できる場
所、主にUPTREE主催のイベント、
講座などを紹介。
・このほか、応援ブックができ次
第、ポスティングさせていただくこ
ととした。

222 1 1 2/15

ヨハネホーム普通
救命講習
計40名（地域から
の参加15名）

【対応】
・地域住民参加型の防災訓練。今回
は普通救命講習を実施。
・事務局として地域からの参加者受
付、認定票の発行サポート。
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回
実態
把握

立上
支援

運営
支援

啓発
個別
支援

会議 日にち 団体名
活動(事業・会議等)

の名称
人数・メンバー 対応・協議事項 課題・所感・決定事項等

223 1 2/17

きた包括防災講座
周知用「突然
ニュースこがね
い」収録

【対応】
・きた包括防災講座周知用の突然
ニュース収録。
・出演者は地域安全課・D職員、第四
小学校避難所運営協議会・弁天通り
防災会長のS氏。

224 他 2/17 ささえ愛

あいたい屋・M
氏、まちおこし協
会・C氏、社協・Ａ
氏、エコールドサ
ンセリテ・H氏、
Café5884・K氏
ほか、計10名

【情報共有など】
①農園の現在の様子について
②来年度のわくわく農園感謝祭日程
について
…11月1日（日）で確定
③まろん文化祭報告
・50名くらいの若者が参加。
・若い層が地域を舞台に活躍する機
会を提供したい。学生がまちに愛着
を持ち、地域に根を張ってもらえた
ら。
・市内の大学に限らず、早稲田、法
政など農業系のサークルの関心が高
い。学生は活動範囲が広い。駅近の
メリットあり、都心からも若者が集
まってくる。
④各団体からの報告

【その他】
・包括からは防災講座周知。

225 2/18 連絡会 左記参加した。

226 1 2/20
さくら体

操

グリーンタウ
ン小金井集会

室

【啓発】
・講座等の周知を実施。
・緑町第二町会防犯教室、F薬局健康
フェア。
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実態
把握

立上
支援

運営
支援

啓発
個別
支援

会議 日にち 団体名
活動(事業・会議等)

の名称
人数・メンバー 対応・協議事項 課題・所感・決定事項等

227 他 2/24

令和7年度防災講習
会（地域安全課主
催）
参加者60名ほど

【対応】
・地域安全課が主催する防災講習会
に参加。昨年までは各防災会から参
加者を2～3名程度募っての開催で
あったが、今年より一般の住民で防
災に関心のある層、または防災士の
参加が可能に。
・包括は防災士枠でエントリー。と
もに活動する「ぼうさいCaféさく
ら」からメンバー二人が一般枠で参
加。

【感想】
・各防災会の取り組みの共有を目指
しての開催と聞いたが、グループ
ワークで検討するテーマが多すぎた
ために、十分に意見交換できず、ま
た知り合う時間もなく、不満の声が
ちらほら聞かれた。
・包括は気になる取り組みについて
紹介された方々と名刺交換を実施。
今後、改めてお話を伺い、可能であ
ればないまぜの会やぼうさいCaféさ
くらへの参加の声かけをしていく。

228 ② 2/25 第2層協議体 ないまぜの会

別途報告のとおり。
【次第】
・参加者からの報告・情報共有。
・2/24防災講習会（地域安全課主
催）報告

【その他】
・防災講習会で把握した、他の防災
会の取り組みについて、今後、ない
まぜの会で話を聞きたいとの声あ
り。検討していく。

229 1 1 2/25

リラの
会・ふれ
あいクラ

ブ

参加者8名

【運営支援・啓発】
・次月のリハビリ職派遣事業の内容
について相談。
・道草市、緑町第二町会防犯講座、
梶野町オレンジカフェについて周
知。

【感想】
・今回はボッチャ体験会。
・久しぶりの雨天で、気温も低かっ
たが、予想外に欠席が少なかった。

230 1 2/28

緑町会連合会主催
自転車の乗り方講
座
参加者約60名

【実態把握】
・4月からの道路交通法改正に向け、
大人のための自転車乗り方教室を緑
小体育館で開催。
・緑小コミュニティスクールと緑町
連合会による開催。

【感想】
・小金井市は自転車の事故、特に高
齢者、子どもによる転倒事故や自転
車と歩行者の衝突事故が多いとのこ
と。
・緑町を中心に、事故が起こりやす
い箇所など具体的に紹介されていた
のが有効だと思った。

231 1 1 2/28
緑町第二町会防犯
講習会
参加者約20名

【実態把握】
・緑町第二町会主催の防犯講習会
に、周知の協力をしたこともあり、
ご招待を受け参加。
・ふれあいポリス・Ｓ氏が講師。

【感想】
・詐欺被害の手口について、7年度多
かった内容、最近の新しい手口な
ど、わかりやすくお話しいただい
た。
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232 他 2/28

ぼうさいCaféさ
くら
参加者：9名
スタッフ3名

【啓発】
・能登出身の編集者・Y氏による「能
登リポート」第2弾。
・被災からしばらく経ったのちの
「１．５次避難」「二次避難」の課
題、難航した仮設住宅建設、仮設へ
の入居や自宅の被災度判定をめぐっ
て集落の人間関係が険悪になった
ケースなど、地元の方ならではの話
を聞いた

【その他】
・避難所で、鍵の管理者が到着前
に、待ちきれない住民が窓など破壊
して押し入ったとの報告あり。
・小金井市でも同じ事態が起こる可
能性をお伝え。
・避難所となる小学校の鍵の管理に
ついて、市内の防災会等と連携し、
陳情していくのはどうかとの提案が
あがる。梶野町防災会長K氏からも、
ぜひとの話あり。

233 1 他 3/1

令和7年度東京都防
災市民組織リー
ダー研修

対面研修で参加者
200名ほど

【対応】
・ぼうさいcaféさくらのメンバー2
人、左記研修参加。
・「判断力と線引きを考える3時間か
ら平時の体制作りから発災直後・避
難所運営まで」というテーマでのミ
ニ講座とグループワーク

【感想】
・近隣市同士でグルーピングされて
おり、防災に取り組んでいる三鷹市
の住民協議会メンバーとつながるこ
とができた。
・他のぼうさいcaféさくらメンバー
は、稲城市の活動を知り、大変有益
だったとのこと。

234 1 他 3/4
ヨハネ会高齢部門
地域住民参加型拡
大防災委員会

【啓発】
・年度末のヨハネ会高齢部門の防災
委員会を、近隣町会役員等の参加を
得て、拡大版で実施することに。
・今年度の地域連携での企画の振り
返り、来年度以降の取り組みについ
ての要望の聞き取りを行う予定。

【その他】
・桜町自主防災会、緑町第四町会防
災会、本町二丁目防災会に声掛け。

235 1 1 3/4
夜のまろん食堂
参加者40名ほど

【実態把握および啓発】
・今年度最後の夜まろんに、マンガ
雑談会主催のH氏、市内在住の漫画
家・I氏、みなみ包括・K氏を誘って
参加。
・きた包括防災講座、応援ブックに
ついて紹介。

【その他】
・まちおこし協会の学生ボランティ
アの参加多数。
・ディスレクシア当事者の支援団
体、食に関する映画上映の活動をさ
れている方々などと新たに出会う。
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236 1 3/8 長昌寺道草市

【啓発】
・おとなりさん。ひこばえと並びで
出店。
・ひこばえの販売の手伝いをしなが
ら、包括が準備した資料の紹介を並
行して行う。

【その他】
・応援ブックがもっとも注目を集め
る。
・防災講座、認知症カフェにも一定
の反応あり。
・晴天だったが寒かったので、客足
は少なめ。

237 1 3/8

スマホ研究会主催
スマホ勉強会
＠リーフエスコー
ト東小金井
参加者21名
講師・S氏
事務局・Y氏

【啓発】
・東京スマホ研究会がリーフエス
コートにて開催のスマホ講座につい
てサポート。
・新たな人材確保含め、今後の展開
を考え、ちらし作成はスマホ研究会
だが、地域住民からの参加申し込み
は包括が受付。

【その他】
・定員の3分の1を会場を提供してく
れたリーフエスコート入所者枠とし
た。
・定員ちょうどのご参加。
・想定よりレベルが低く、予定して
いたLINEの講座にはいたらず。
・リーフエスコートからは継続の希
望あり。

238 1 3/9
緑町2丁目在住70
代男性

【個別支援】
・一昨年くらいから確定申告ができ
なくなった。そのため、税金があが
り、介護保険の負担割合もあがった
のだと思う。これでは安心して介護
保険サービスを使えない。

【対応】
・負担割合が2割から3割にあがった
のが不満で、特に訪問看護へのあた
りがきつくなっている。
・確定申告を税理士に依頼すること
を提案し、了解を得た。安心して依
頼できる専門職を探すことについ
て、引き受けることにした。

239 1 3/10
緑町2丁目在住70
代男性

【対応】
・権利擁護センター・T氏に相談。地
権事業の生活支援員に夫がリタイア
した税理士という方があるとの情報
をもらう。
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活動(事業・会議等)

の名称
人数・メンバー 対応・協議事項 課題・所感・決定事項等

240 1 3/10
緑町2丁目在住70
代男性

【対応】
・T氏より情報提供いただいた緑町在
住の税理士の方を訪問。
・事務所は片づけたが、今もボラン
ティアでちょっとしたお手伝いをし
ている。
・必要書類を集めてもらえれば、計
算、申請書の作成はボランティア活
動として無償で実施する。
⇒
包括が年金、医療関係の書類を収集
したのち、依頼することとした。
⇒
国民年金機構、三菱UFJ、健康保険
係、アトム薬局、在宅24に書類の再
作成依頼。

241 1 3/10
突然ニュースコガ
ネイ収録

【対応】
・応援ブック周知のための動画収
録。

242 1 3/11

きた包括防災講
座・地域安全課と
の打ち合わせ

地域安全課・T職
員、小金井国際支
援協会・Y氏

【対応】
・3/28の防災講座でお話しいただく
内容、準備資料、配布物などについ
て細かな打ち合わせ実施。
・予想される質問のQ&Aについても
打ち合わせ。

【その他】
・学校の鍵の管理の問題については
地域安全課としては踏み込めないた
め、2年前までキーボックスの設置を
提案しているが、予算がつかないと
の話を聞く。
・そのほか、自主防災会連絡会につ
いて情報提供いただく。

243 1 1 3/12
フラワー薬局健康
フェア

【実態把握および啓発】
・健康フェアの目玉である「認知機
能セルフチェッカー」について、認
知症支援推進員からの依頼で体験。
・同時に血管年齢チェックも実施。

【その他】
・対象が40～70代のため、あまり
申し込みがのびなかったとのこと。
⇒
・健康寿命がのび、80歳くらいにな
らないと、認知症について意識でき
ないのか？
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実態
把握
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支援

運営
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啓発
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会議 日にち 団体名
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の名称
人数・メンバー 対応・協議事項 課題・所感・決定事項等

244 1 3/16
緑町2丁目在住70
代男性

【個別支援】
・本人の2年分の申請書が完成。税理
士宅に受取のため訪問。
・コピーを本人に提供し原本は代行
で郵送。

【その他】
・トータルで20万円ほど還付される
とのこと。

245 他 3/16

ヨハネ会高齢部門
防災委員会×つき
みの園施設長打ち
合わせ

【事業所間連携・意見交換】
・2/24の防災講習会で新木町会防災
会の方より、つきみの園での防災訓
練について情報提供いただく。
・ヨハネ会での地域連携型防災訓練
実施の参考にするため、施設管理者
のE施設長に相談。意見交換会開催を
サポート。
・新木町会との訓練を始めた経緯
や、訓練の内容やその成果について
話を聞く。

【その他】
・福祉避難所開設について地域福祉
課からなんの連絡もないため、Ｅ施
設長から相談を実施。一昨年よりつ
きみの園では地域福祉課から講師が
出張しての「福祉避難所について」
という研修を実施しているとのこ
と。
・次年度はその場にヨハネホームか
らの参加を相談し、了解を得た。
・今後は連携して地域福祉課との交
渉にあたりたい希望をヨハネ会防災
委員長より依頼。

246 1 3/16

きた包括防災講座
打ち合わせ
弁天通り防災会・S
氏、H氏

【啓発】
・3/11地域安全課との防災講座打ち
合わせ内容を踏まえ、弁天通り防災
会からお話しいただきたい内容につ
いて連絡。

【その他】
・こちらの要望どおりの内容で準備
し、事前にPDFを送付いただけると
のこと。

247 1 3/18
本町2丁目在住70
代男性

【個別支援】
・要介護1だが障害サービスでの通所
に向けて相談中のケース。
・最近の生活の様子を聞き取り。

【その他】
・再開発のための工事が進み、営業
中の店舗の取り壊しは6月の予定。そ
れまでは店の営業のサポートをした
い希望を確認。
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248 1 3/16
本町2丁目在住50
代男性

【個別支援】
・直プランの方の長男。引きこも
り。インフォーマルでの連携先を検
討中。最近の生活の様子を聞き取
り。
・生活支援（買い物代行）での障害
サービスは利用不可。外出支援の利
用が可能になった。かいわいのヘル
パーと買い物外出を近々利用開始す
る。
・年末から保護猫を引き取った。猫
のために買い物が必要で、夜間なら
ドン・キホーテまで一人で買い物に
行けるようになった。
・本町5丁目在住の友人夫婦とは毎日
のように電話をしている。

【その他】
・夜間の単独外出が可能になったた
め、日中、人が少ない場所での活動
について情報提供。
・社協のはたけなど、同行可能であ
ることを伝えた。
・かいわいヘルパーとの外出で自信
がついてきたところで考えたいとの
こと。

249 他 3/16 連絡会 左記参加した。

250 1 1 3/19
三小避難所開設訓
練への参加呼びか
け

【運営支援】
・三小避難所開設訓練について、参
加の呼びかけを実施。
・きた包括公式LINE
・ヨハネ支援センター
・小金井市就労支援センター
・おとなりさん。ひこばえ

【その他】
・事業所からはすべて参加の回答。

251 1 1 3/22
三小避難所開設訓
練

【運営支援】
・三小避難所開設訓練に、ヨハネ会
高齢部門防災委員長と参加。
・今回はマンホールトイレ開設訓練
と応急給水訓練。

【その他】
・呼びかけした事業所よりすべて参
加あり。
・きた包括公式LINEを見た方が一般
3名、市議1名参加。
・実施して把握した課題について、
振り返りの機会がないのが課題。
・参集要員で避難所長に指名されて
いる職員より、職員室の鍵がキー
ボックスに入っていないため、大変
困っているとの話あり。
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252 1 3/23 緑町在住90代女性

【個別支援】
・詐欺被害歴のある方。
・仙台に住む息子の自宅の片付けを
手伝っている際に骨折。介護保険申
請拒否。その後の様子の確認。
・地域福祉コーディネーターととも
に対応していたが、月末で退職。後
任未定。

【その他】
・小金井太陽病院で検査を勧められ
たが拒否。受診中断。
・やすらぎ支援・Ｎ相談員の勧めで
安静にしていたら、かなり改善し
た。
・自動通話録音機は、留守電再生は
できないが、いきなり電話に応答す
ることはなくなった様子。
・モニター付きインターフォンの画
面を確認して応答することは、まだ
できていない。
・仙台の包括または社協と連携して
の支援を提案したが、拒否。

253 ② 3/25 第2層協議体 ないまぜの会 別途報告のとおり

254 1 3/25 緑町在住70代男性

【個別支援】
・散髪に行くことができない。これ
まで訪問看護の際にバリカンで刈っ
てもらっていたが、担当が代わり自
信がないという。

【対応】
・散髪をうまくやるのは、訪問看護
の看護師には負担。訪問理美容を手
配。
・性格的に難しいところのある方。
事前打ち合わせに同席。

255 1 1 3/25

リラの
会・ふれ
あいクラ
ブ

リハビリ職巡回事
業
桜町病院・T理学療
法士担当

【運営支援】
・リハビリ職巡回事業開催。
・テーマは握力の維持と転倒防止。
・むさし小金井診療所より簡易型の
骨密度計の持ち込みあり。
・簡易検査を実施し、その結果を見
ることで、転倒予防体操への意欲を
高めることがねらい。

【その他】
・雨天で気温も低く、参加者は10名
ほど。
・医療生協機関紙記者の取材あり。
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256 他 3/25
ヨハネ会高齢部門
地域住民参加型拡
大防災委員会

【啓発】
・年度末のヨハネ会高齢部門の防災
委員会を、近隣町会役員等の参加を
得て、拡大版で実施。
・今年度の地域連携での企画の振り
返り、来年度以降の取り組みについ
ての要望を聞き取り。
・桜町自主防災会役員、包括防災講
座ボランティアの参加あり。

【その他】
・地域からは、高齢部門と病院部門
の連携の強化について、要望をいた
だく。
・本町二丁目町会、緑町第四町会欠
席。

257 1 1 3/26

緑長生会友愛サロ
ン「お金の管理講
座」

講師：権利擁護セ
ンター・T氏
参加者10名

【啓発】
・毎月第4木曜日開催の「友愛サロ
ン」（お誕生会）枠内で、お金の管
理講座を開催。
・包括よりお金の管理のリーフレッ
ト紹介、朗読劇動画視聴、権利擁護
センター・T氏による「地域権利擁護
事業」についての講座。

【その他】
・雨天でしかも寒い日であったた
め、いつもより参加者少なく10名ほ
ど。ただ、「友愛サロン」という場
であったため、緑長生会の四役が
揃っていたのがよかった。
・Q&Aの場で、T会長より、各班の
仲間同士で朗読劇にあったような
「入院した方のために、お金をかわ
りに降ろしにいく」「家の鍵を預
かって入院グッズを用意して届け
る」「体調が悪いときに自家製の総
菜を届けてあげる」といった友愛活
動は実践している。
・こうした友愛活動を積極的に行っ
ていることで、東京都知事表彰を受
けている、といった話があった。
・最近は友愛活動に取り組まなく
なった会も増えているが、本来の悠
友クラブは「顔の見える身近な関
係」での友愛活動を大事にしていた
とも聞き取る。
・別の機会で活動の実際をさらに聞
き取っていきたい。
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258 1 3/27 緑町在住70代女性

【個別支援】
・ともに地域活動をしている仲間か
らの相談。
・本人の記憶力が低下しているよう
で、ミーティングに参加できなく
なってきた。
・足の運びが悪くなっており、先月
は転倒して後頭部を打ったらしい。
・今すぐ介護、といった感じではな
いが、これまでの仕事や活動ができ
なくなっているなかで、元気もなさ
そうに見える。
・どのようなサポートをしたらいい
か。

【対応】
・浴恩館日和で放課後の子どもの活
動支援をされているほか、困窮者支
援のために都心まで出かけたり、精
神疾患の方の自宅で生活のサポート
をしていたとのこと。
・地域活動のミーティングへの参加
については、相談者が直前に電話で
知らせるなどのサポートを提案。
・都心までは通えなくなったという
ことであれば、市内での同様の活動
の紹介が可能か。
・まずは活動場所に実態把握で訪問
したていで、本人と接触することと
した。
⇒その後、脳出血にて入院との連絡
あり。

259 1 3/28 緑町在住80代女性

【個別支援】
・梶野町オレンジカフェボランティ
ア。
・昨日の会は、市の職員も何人か来
て、いつもと全然雰囲気が違った。
・大勢で大声で話が飛び交うため、
自分の聴力では補聴器を使っても聞
き取れず、これ以上の活動は難しい
かと思い始めた。

【対応】
・電話での相談であった。とりあえ
ず傾聴。
・昨日は市からの見学があり、どう
してもいつもと違う雰囲気になって
しまったと思われるが、4月以降はま
た普段のスタッフだけで実施するこ
と、もともと梶野町オレンジカフェ
は参加者同士がゆっくり話ができる
雰囲気を大切にしているので、引き
続きお力を発揮していただけるので
はないかとお伝え。
・認知症担当も交え、後日ゆっくり
お話をうかがうこととし、来所での
面談を設定。
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260 1 3/28

きた包括防災講座
参加者23名
講師4名
取材2名

ボランティア1名

別途個別報告のとおり

261 1 他 3/30

社協・災害
ボランティアミー

ティング

参加者32名

【対応】
・社協主催の災害ボランティアミー
ティングにヨハネ会高齢部門防災委
員会委員長と参加。
・国立で給排水設備工事の会社を経
営する方が講師。東日本、熊本、能
登の現場でトイレの復旧の支援をさ
れていた活動についての報告。

【その他】
・現地で活動した方のお話であった
ため、テレビ等では報じられないリ
アルな話が興味深かった。
・特にマンホールトイレは小金井市
に配備されているものは臭気対策が
できていないため、恐らく夏場など
はにおいが強すぎて、使用は難しい
のではないかとのこと。
・グループごとに携帯トイレを3種類
お試し。水で実験したため、防臭効
果の比較ができず残念。
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